




　2010年 4 月、「学士課程教育機構 School for 













































































年度 開講期 クラス数 履修者数
2003 前期 5 66７
後期 6 605
文 a 文 b 文 c
年度 開講期 クラス数 履修者数 クラス数 履修者数 クラス数 履修者数 合計
2004 前期 2 115 4 159 3 122 396
後期 2 163 3 148 3 14７ 458
2005 前期 3 222 3 139 3 144 505
後期 3 1７７ 4 146 3 ７8 401
2006 前期 3 160 3 201 3 138 499
後期 3 133 3 1７1 3 ７6 380
200７ 前期 3 153 3 150 3 84 38７
後期 3 146 3 153 3 89 388
2008 前期 3 1７７ 3 144 3 58 3７9
後期 3 145 3 134 3 ７７ 356
2009 前期 3 131 3 136 3 124 391
後期 3 110 3 168 3 139 41７
2010 前期 3 139 3 200 3 1７4 513
後期 3 153 3 202 3 128 483
2011 前期 12 498 3 183 3 146 82７
後期 ７ 195 8 236 3 112 543
2012 前期 15 418 8 221 8 194 833
後期 15 433 ７ 116 8 12７ 6７6
2013 前期 5 146 1７ 544 ７ 1７1 8７1
後期 4 105 16 156 ７ 124 385
注）表中の網掛けはスタンダード化されたクラスと履修者数を示す。




















































なお、2011年 3 月 に Z 会 と 栄 光 ゼミナールが
共同出資して作ったファカルタスという会社
が、実際のテスト運営を行うことになった。















3 - 2 .　2011年度（WG 活動 2 年目）













　助教の採用に先立つ2011年 2 月から 3 月にか
けては、前期授業に向けて、これまで「文 a」
担当の非常勤講師、WG メンバーである学士課








































3 - 2 - 2 .「文 b」の共通化に向けて
　後期には助教 2 名も加わり、2012年度に向け
て文 b の内容とシラバスを検討した。前述し
たように、文 a, b, c の違いは教員によって解











確認（復習）⑵ 日本語表現 ･ 表記を確認する
ための練習や、論文やレポートの具体的な書式








































　前年の教員体制に加え、講師 1 名、助教 2 名
が新たに採用され、前期 8 名、後期 ７ 名の教員
が授業を担当し、前期は「文 a」15クラス、「文
b」 8 クラスの 計23クラス、後 期 は「文 a」15





文 c はこの時点でも担当教員（ 3 人の非常勤講
師）により授業内容が異なっており、シラバス
共通化は行っていない。
　ただし、2013年 度 からの 文 a, b, c 全 レベル
のシラバス共通化を目指し、山﨑准教授が担当
する文 c の内容を a、b と連動する形で整理し、
3 レベル体制の試行を開始したことは特記して
おく。山﨑准教授による文 c は、 3 レベル体制
に移行した段階では、最下位層の学生向けにな
るであろう内容を展開したシラバスの試行で
あった。表 2 は、試行段階の文 c も含めた到達
目標である。
　

















































3 - 4 ．2013年度（WG 活動 4 年目）
　2013年度の担当教員は、教授 1 名、准教授 1
名、講師 1 名、助教 5 名の計 8 名体制となった。
また、クラス数の増加により、非常勤講師によ
る従来型の文章表現法はすべて「文 c」に集約
し、非常勤講師 2 名が各期 5 クラスを担当する
こととした。
　2013年度 4 月より、いよいよ文 a、文 b、文
c（一部）において共通シラバスを用いた授業
が実施された。シラバスは、プレースメントテ
ストの点数に応じて、文 a から文 c（a が下位、




施は、教授 1 名、助教 2 名が新たに採用された
ことにより可能になった。
　前期は共通シラバスの授業として「文 a」 5
クラス、「文 b」1７ クラス、「文 c」 ７ クラス、
計28クラス、後期は「文 a」 4 クラス、「文 b」































































表 4 　学術文章作法 I レベル別授業概要
年次教育科目として学士課程に位置づくことに
なった。









































































































































クラス 文 a 文 b 文 a 文 b 文 c
受験者数 31 2７ 21 62 2７
3 級 29.0% 22.2% 38.1% 56.5% 88.9%
4 級 45.2% 44.4% 28.6%





度後期第 2 週目に実施した。表 ７ は実施級およ





































　 2012前期（ 4 月） 2012後期 2013後期（ 9 月）
受験者数 9７ 6７ 268
1 級 6.0% 0.4%
2 級 33% 20.9% 6.5%
3 級 51.5% ７0.1% 35.6%
4 級 14.4% 3.0% 22.5%
5 級 1 % 18.2%
不合格 16.７%
2012年度前期 2013年度後期
文 a 文 b 文 c 文 a 文 b 文 c
受験
者数

























1 級 0 0 1 0.７ 0 0












　この 考 えた 方 を 具 体 化 したのが Writing 
Across Curriculum（通 称 WAC）と 呼 ばれる


























































































































































































































































































付録 3  : ワーキンググループ構成メンバー（2010~2013年度）
招集者　寺西宏友　教学担当副学長/学士課程機構長
責任者　関田一彦　教育・学習活動支援センター長
構成員　望月雅光　教育・学習活動支援センター副センター長
構成員　長崎伸仁教授（教職大学院） 2010年度はオブザーパー
構成員　石丸憲一教授（教職大学院） 2010年度はオブザーバー
構成員　金子　弘教授（文学部）
構成員　大塚　望准教授（文学部）
構成員　山崎めぐみ准教授（学士課程教育機構）
構成員　清水強志准教授（学士課程教育機構）
構成員　山下由美子講師（学士課程教育機構）
構成員　福田伸枝助教（教育・学習活動支援センター）
構成員　鈴木夕佳助教（教育・学習活動支援センター） 2012年度まで
構成員　斉藤幸一助教（教育・学習活動支援センター） 2012年度から
構成員　畑由美子助教（教育・学習活動支援センター） 2012年度から
構成員　小倉裕児教授（学士課程教育機構） 2013年度のみ
36
